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はじめに 

 

 

 平成１１年に男女共同参画社会基本法が公布・施行されて以降、長崎県では、男女共同参画社会の実現

に向けた取組を一層推進するため、平成１４年に「長崎県男女共同参画推進条例」を制定し、翌１５年に

はこの条例に基づく「長崎県男女共同参画基本計画」を策定いたしました。その後、社会経済環境の変化

を踏まえ、新たな時代に対応した施策を展開していくため、３回の計画改定を行っております。また、平

成１７年には「長崎県男女共同参画推進センター」を設置し、地域における男女共同参画の推進に努めて

いるところです。 

 

 このような中、平成２８年４月には「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進

法）」が全面施行され、本県においても、「ながさき女性活躍推進会議」と連携し、女性の活躍に向けた機

運醸成や男女が共に活躍できる職場環境づくり等に官民一体で取り組んでおります。 

 

 今回の「男女共同参画社会に向けての県民意識調査」は、第１回実施の平成９年から６回目 

となりますが、県民の皆様の男女共同参画に関する意識・実態等について把握し、今後の男女共同参画社

会の実現に向けた施策や次期「長崎県男女共同参画基本計画」の策定における基礎資料を得ることを目的

として、実施いたしました。 

 

 この調査結果を､男女共同参画社会の実現に向けての参考資料としてご活用いただければ幸いです｡ 

 

 最後に、今回の調査にご協力いただきました県民の皆様に、心からお礼を申し上げます。 

 

  令和２年３月 

 

長崎県県民生活部長  木山 勝己    
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